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１．目的

現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と、未来

への展望をもつ人間としての成長をめざし、高等学校

の特色ある教育活動の中枢となる校内放送活動の健全

な育成と放送教育の推進をはかる。

８．コンテストの各部門

(1)アナウンス

(3)ラジオドキュメント

(5)創作ラジオドラマ

(2)朗読

(4)テレビドキュメント

(6)創作テレビドラマ

９．審査員

全国放送教育研究会連盟の推薦する者とＮＨＫ職員

とが審査にあたる。

２．ねらい

（１）美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、

あわせて話す力、表現する力を高める。

（２）校内マスコミの送り手としての自覚と創造性

を育てる。

（３）学園生活の中にうるおいを育て、心のふれあい

の場をつくる。

（４）発展する社会に対し､放送の果たす役割を学ぶ。

（５）国際理解を深め､人間尊重の心を培う放送の働

きを確かめる。

優
０

優
噸
優
侵
入

１

彰

３．研究主題(統一テーマ）

「われら高校生」と放送

「『われら高校生』と放送」は、高校生のよき連帯、

先生方とのきずな、そして愛校心、地域への結びつき

を、校内放送活動の大切な基盤として、日常の中で考

え、特に主体的な高校生としての取り組みや主張を、

放送活動に展開してほしい。

11．校内放送活動研究集会

校内放送活動から学んだことや、校内放送のアイデ

ィアなどを、発表をとおして研究する。

12．日程

７月２４日（火）

ドキュメント・創作ドラマ部門

７月２５日（水）

アナウンス・朗読部門

ドキュメント・創作ドラマ部門

アナウンス・朗読部門

７月２６日（木）

全部門

準々決勝

４．主催

全国放送教育研究会連盟・日本放送協会 準々決勝

準決勝

準決勝５．共催

全国高等学校文化連盟・日本放送教育協会

決勝

６．後援

文部科学省・全国高等学校長協会・日本私立中学高

等学校協会連合会・ＮＨＫサービスセンター・日本放

送作家協会

13．会場

国立オリンピック記念青少年総合センター

渋谷区代々木神園町３－１

全部門準々決勝・準決勝

ＮＨＫホール

渋谷区神南２－２－１

全部門決勝

7．協賛

日本電子機械工業会ほか
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アナ・朗 ﾄﾞキュメント ドラマ

優勝 １ １ １

準優勝 １ １ １

優秀 ２ ２ １

優良 ６ ６ ２

入選 5０ 1０ ５

制作奨励賞 2０ 1０



２０作品が準決勝に進出する。

(2)準決勝出場20作品中３作品が決勝へ進出する。

14．参加資格

（１）平成13年７月現在､高等学校に在学中の生徒及

びその作品であること。

(2)各部門への参加は、各都道府県高等学校放送教

育研究会(視聴覚を含む)あるいは高等学校文化連

盟の推薦による。

(3)アナウンス・朗読部門は１名１部門とし、番組

は１部門に１校１作品とする。

(4)番組制作の各部門は、高校生の創作に限る。ま

た、他のコンクールなどに参加した作品の参加は

認めない。

19．推薦締切

各都道府県の研究会からの推薦は、平成１３年６

月２９日（金）必着とする。

各都道府県からの推薦は、エントリー番号を使用

する。

※エントリー番号一覧は各都道府県事務局に配布し

ます。

20．問い合わせ先

15．エントリー〔各都道府県推薦数〕 〒150-0047東京都渋谷区神山町１．２第八共同ビル

(財)日本放送教育協会内高校放送コンテスト委員会

Tbl:033481-1701Fax:O3-5454-1410

E-MaU:ncon@nhkk.omjp

＊ただし都道府県大会の参加校数が100校を越える

都道府県はL5倍まで、150校を越える都道府県は

2.0倍まで可とする。

＊各都道府県の推薦数は上記の限度内において有効

に利用されたい。フルエントリーが望ましいが、

特定の学校に推薦が偏らないように配慮すること。

各都道府県の研究会では、申し込み書を一括してコ

ンテスト委員会に送付する。なお参加費は郵便振込と

する。

学校あるいは個人の直接の申し込み、及び作品の直

送は受付けない。

21．著作権料について

著作権料については、１０ページのとおりに、各都

道府県ごとに取りまとめ指定口座に納入する。

16．参加費

４０００･゛

17．参ｶﾛ作品の著作権は主催団体に帰属する。

したがって､同じ作品または同一素材等を利用し、

改作した類似作品を他の団体の主催するコンクール

等に応募することはできない。

18．準決勝・決勝進出等について

アナウンス・朗読部門

(1)各会場から、それぞれ１０名計６０名が準決勝

へ進出する。

(2)準決勝出場者60名中10名が決勝へ進出する。

ドキュメント部門

（１）エントリーA、Ｂ、Ｃ、Ｄからそれぞれ１０作

品ずつ計40作品が準決勝へ進出する。

(2)準決勝出場40作品中４作品が決勝へ進出する。

創作ドラマ部門

（１）エントリーA、Ｂからそれぞれ10作品ずつ計

-4‐

アナウンス・朗読部門 ６名

ラジオ・テレビドキュメント部門 4作品

創作ラジオ・テレビドラマ部門 2作品

アナウンス・朗読部門 １名 4,000円

ドキュメント部門

創作ドラマ部門
1作品 6,000円



１．アナウンス部門

自校のニュースや解説など高校生活を語る若者の声

を内容とし、原稿は自作したものに限る。

（１）番号、氏名を含め１分１０秒以上１分30秒以内
でアナウンスする。

（２）原稿は様式１に従い、制限時間内でアナウンス

できる字数とする。原稿は準々決勝当日に２部提

出する。

(3)準決勝では、自分の原稿の他に、課題としてプ

ログラム号にのる指定原稿の中から１つを選び、

アナウンスする。

（４）決勝では、当日提示の課題を加える。

品発表前にステージで読むこと。

注意・カセットテープのＡ面に録音する。

・審査は会場の機材（ビクターＴＤ－Ｗ６０３）を
使用して行なう。

・ドルビー等のノイズリダクション方式を使用

してはいけない。

・リーダーテープの直後から録音し始め、最後に

「制作は○○高等学校放送部(放送委員会等)でし

た｡」というクレジットコールを入れる。

・計時は最初の音から、クレジットコールの終り

（……でした)までとする。

テレビドキュメント部門

(1)７分30秒以上８分以内でまとめる。

（２）ビデオカセットとケースには、必ず様式２に

より、必要事項を記入したものを貼付する。

(3)様式３による台本を１部提出する。

注意・ＶＴＲはＶＨＳ・SVHS(いずれも標準モード)を

使用する。

・番組の前後に10秒ずつ様式４のテストパター

ンを録画する。

・８ミリ．１６ﾐﾘフイルムを主体としたもの、テレビ

放送番組の再録を主体としたものは認めない。

・審査は会場の機材（ビクターSR-390）を使

用して行なう。

・ドルビー等のノイズリダクション方式を使用

してはいけない。

・計時は初めのテストパターンの終了時から、終

わりのテストパターンの始まりまでとする。

２．朗読部門

次の５作品から１編を選び、朗読する。作品の脚色
は認めない。

朗読指定作品

1）「戯作三昧」 芥川龍之介箸(新潮文庫）

2）「夏の庭」 湯本香樹実署(新潮文庫）

3）「史記の風景」 宮城谷昌光著(新潮文庫）

4）「海からの贈り物」 リンドパーグ夫人箸

吉田健一訳（新潮文庫）

5）「枕草子」 清少納言箸

注意：（）内の出版社に限る。５)は現代語訳不可。

１)は指定作品に限る。

(1)番号・氏名・作者名・作品名を含め１分30秒以
上２分以内で朗読する。

(2)原稿は様式１に従い、制限時間内で朗読できる

字数とする｡提出は準々決勝当日に２部提出する。

(3)準決勝では、プログラム号にのる指定原稿の課
題を加える。

（４）決勝では、当日提示の課題を加える。
創作ドラマ部門

(1)創作ラジオドラマ部門・創作テレビドラマ部

門とも８分以内でまとめる。

②カセットとケースには必ず様式２により必要

事項を記入したものを貼付する。

(3)様式３による台本を１部提出する。ただし、

Ｂ4,400字詰め縦書き原稿用紙１枚以内にドラ

マのあら筋を書き、第３．４頁とすること。そ

の他の規定については、それぞれラジオドキュ

メント部門、テレビドキュメント部門の注意に

従うこと。

注意・脚本は参加資格を有する自校生徒のオリジナル

作品であること。文芸作品などからの脚色や改

作は認めない。

・出演者は自校生徒に限る。

３．ドキュメント・創作ドラマ部門

高校生活や地域社会とのかかわりの中に広く素材を

求め、ラジオ・テレビの特性を生かして制作された、

高校生としての視点を大切にした、独創的な作品であ
ること。

ラジオドキュメント部門

（１）６分30秒以上７分以内でまとめる。

（２）カセットとケースには必ず様式２により、必

要事項を記入したものを貼付する。

(3)様式３による台本１部を提出する。

(4)２１ページに掲載してある原稿用紙にエントリ

ーNC、学校名、作品名等の他に100字以内の

コメントを書き、準決勝受付け時に提出し、作
５‐
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1．アナウンス・朗読部門準々決勝審査規定

（、各部門とも、６グループに分け、それぞれ審

査員は６名とする。

アコンテスト委員会の推薦する者２名

イ全国の研究会の推薦する者３名

ウＮＨＫアナウンス担当職員１名

（２）公開審査とし､審査会の主査はコンテスト委員

会の推薦するものがあたる。

③各部門とも６グループより各10名､計60名を

準決勝出場者として推薦する。

③各部門とも、２グループよりそれぞれ上位10を

決め、計20作品を準決勝に推薦する。

６．創作ドラマ部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝に準じて審査員を委嘱する。

（２）各部門とも､20作品中それぞれ上位3作品を決

め、決勝に推薦する。

7．決勝審査規定

（１）各部門とも審査委員は次のとおりとする。

ア文部科学省

イ全国高等学校長協会

ウ日本放送作家協会

エ共同通信社

オ全国放送教育研究会連盟

力ＮＨＫアナウンス・番組制作担当職員

キゲスト審査員

2．アナウンス・朗読部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝に準じて審査員を委嘱する。

②各部門とも準決勝出場者60名から、１０名を決

勝に推薦する。

3．ドキュメント部門準々決勝審査規定

（１）ラジオ・テレビの各部門とも、４グループに分

け、それぞれ審査員は６名とする。

アコンテスト委員会の推薦する者１名

イ全国の研究会の推薦する者４名

ウＮＨＫ番組制作担当職員１名

（２）公開審査とし､審査会の主査はコンテスト委員

会の推薦するものがあたる。

（３）各部門とも、４グループよりそれぞれ上位１０

作品を決め、計40作品を準決勝に推薦する。

8.審査員は､主催者(コンテスト委員会)が委嘱し、

審査委員の旅費・宿泊費は所属団体等の負担とす

る。

9．順位の決定

（１）アナウンス・朗読部門

アＮＨＫアナウンス担当職員（またはこれに準

じる者）ＮＨＫ番組制作担当職員（またはこれ

に準じる者)[以下これを専門職という]の与え

た点をＡとする。

イ専門職以外の審査委員［以下これを教育職と

いう］の与えた点をＢとする。

ウＡ：Ｂ＝１：３となるように調整し、Ａ＋Ｂの

合計点の高い順に順位を決定する。

エ専門職の点はそのままに､教育職の点を最高、

最低の順にカットして､Ａ:Ｂ＝１：３の比率に

する。

オ合計点の等しい時は、専門職の点の高い方を

上位とし、更に同点の時はカットされた点の高

い方を上位とする。

(2)決勝においては準決勝の得点を､準決勝におい

ては準々決勝の得点を参考にしない。

４．ドキュメント部門準決勝審査規定

（１）前項の準々決勝に準じて審査員を委嘱する。

（２）各部門とも40作品中それぞれ上位4作品を決
め、決勝に推薦する。

5．創作ドラマ部門準々決勝審査規定

（１）ラジオ・テレビの各部門とも、２グループに分

け、それぞれ審査員は６名とする。

アコンテスト委員会の推薦する者１名

イ全国の研究会の推薦する者４名

ウＮＨＫ番組制作担当職員１名

(2)公開審査とし､審査会の主査はコンテスト委員

会の推薦するものがあたる。

-6.
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１．アナウンス部門

（１）自校ニュースや解説など高校生活の中から

生まれた若者の声としての内容が課題となって

いる。

（２）自校の校内放送に使用する内容でなければ

ならない。

（３）審査の視点として

ア．原稿（７）素材の選び方（ｲ)文章表現

⑰内容

イ．アナウンスの技術(7)マイクの使い方

（ｲ)発声③発音（ｴ)アクセント（がイント

ネーション（力)テンポ（3Dポーズのとり方

テーマ点50点と製作技術点50点とに分けて配

点する。

ア．テーマ点(50点）

テーマを理解し、学校をとりまく素材の中か

ら適切なものを求め、番組内容にテーマを効果

的に表現しているか。

ａテーマをよくとらえ見事に表現している

ｂテーマにふさわしい

ｃ・テーマにふさわしいが今一歩

。､テーマがややずれている

ｅ・テーマにふさわしくない

２．朗読部門

（１）指定作品の中から１編を選吠自己の表現し

たい部分を任意選択のうえ､規定時間内で読む。

作品のアレンジは認めない。

（２）審査の視点として

ア.原稿（ｱ)作品の選定（O朗読部分の抽出の

仕方

③内容

イ．朗読の技術②マイクの使い方（ｲ)発声

Ｏ)発音（ｴ)アクセント（ｵ)イントネーショ

ン（力)テンポＱ)ポーズのとり方（ｸ)内容

の把握（け表現の仕方

イ．制作技術点(50点）

審査の視点として､(7)制作の手法（ｲ)取材の

方法や努力⑥企画構成（ｪ)演出・編集（が

技術(録音、録画の技術、アナウンスやナレー

ションの技術、音楽や効果音の使い方）

ａ.特にすぐれている

ｂすぐれている

ｃ・ふつうである

．.やや劣る

ｅ､はなはだしく劣る

４．創作ドラマ部門

（１）学校生活や地域社会とのかかわりの中に広

く素材を求めた作品であること。原作､脚本、

演出などすべて高校生自身による創作作品であ

ること。

◎アナウンス・朗読の配点について

点数は100点法。おおむねア．の項を30％、

イ．の項を70％として60点を基準として採点す

る。

◎審査の視点と配点

テーマ点50点と製作技術点50点とに分けて配

点する。

テーマ点と製作技術点の審査の視点は「ドキュ

メント部門」に準ずるが、テーマの設定や演出、

演技など、「ドラマ部門」の特性に留意したもの

であること。

３．ドキュメント部門

（１）ラジオ・テレビのそれぞれについて、ドキュ

メント部門として審査する。

（２）番組制作への取り組みは、「『われら高校生』

と放送」という統一テーマのねらいを基鱒とし

て、それぞれの学校がその実態や地域性を考え

た適切な素材を求め、ラジオ・テレビの特性を

活かして作品に表現する。

◎審査の視点と配点

-7‐
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テレビ番組ビデオテープ及びケース用この様式はコンテストを円滑に運営するため設け

ました。下記の様式と相違した時は不利になることが

ありますので、ご協力下さい。

様式１アナウンス・朗読原稿(2部提出）

２０ページの原稿用紙をコピーして使用する。２枚目

以降は市販の原稿用紙巴5.400字詰)で可｡右綴じ出来

上がりＢ６大となる。

様式２カセットとケースのシール

ラジオ番組カセットテープのケース用

※音声欄には、使用トラック名qliFiまたはノーマ

ル)を必ず記入。

様式３ドキュメント・創作ドラマ制作台本(1部提出）

Ｂ４の用紙を使用。縦書きとする。右綴じで、第１

頁を表紙とし､第１頁(表紙)と第２頁(制作意図)は18.

19ページの用紙をコピーして用いる。ドキュメント部

門は第３頁から台本を書き、「ドラマ部門は第３､４頁

は400字詰め原稿用紙であら筋､第５頁から台本を書

く。最終頁にスタッフ・キャスト及び著作権に関する

内容を記入する。台本の本文は独自の台本用紙を用い

てよい。

※カセットハーフにも、下記のように部門・エント

リー番号・作品名を記入したものを貼付する。

ラジオ番組カセットテープのハーフ用

ドキュメント・創作ドラマ部門の別を記入 第３頁以降最終頁

画
・
音
一
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
他

ｌ
折
，
鬮
ｌ

ス
タ
ッ
フ

キ
ャ
ス
ト

使
用
し
た
著
作
物
○
○
○
○

音
楽

写
真
そ
の
他

Ｉ（
で
き
上
り
Ｂ
５
大
と
な
る
。
）

作品名

エントリー番号

※アナウンス・朗読原稿（２部)、ドキュメント・

創作ドラマ制作台本（１部）は準々決勝当日、出場

受付に提出する。

１８cｍ
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番号
部門一番

都道府県

校
名

作品名
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日
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エントリー

番号
部門 番

都道府県

校
名

作品名



様式４テストパターン(静止画）

テレビ番組ビデオテープ及びケース用ラジオ番組カセットテープのケース用

１
‐

校
名
－
１

ラジオ番組カセットテープのハーフ用

-9.
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様式５著作権に関する使用内容
各校は、コンテスト参加の番組作品台本末尾に、次

の著作物の出所を明示する。

｢音楽、美術、写真、放送番組、パソコン｣などについて
著作権者の許諾を得た上で、①引用した作品名や図

書名等、②制作会社名及び発売会社名等、③作者名、
著作者名等、④引用した部分に出演者等がいる場合は
その名前等、自己保有でない場合は⑤所有者名を付記
する。なお、著作権者などが不明の場合はその旨を明
記すること。

音楽など数曲、数件にわたる場合は、使用の順に記
入。

放送コンテストは高校生の創造性を大切にしたい。

『放送をとおして、高等学校の生活をより豊に育てて
いこうとする大きな営みをしていることの自覚と実践

に期待』することからも、高校生自身による台本づく
り、作曲、演奏、制作（絵画、写真）の使用が望まし
い｡

函函砠￣
（「著作権法」には、次のように決められていますの
で、守って下さい。）

音楽、写真、美術、放送番組やパソコンなど、自作以外
の著作物の複製を利用する場合は、著作権者に使用目的
などを醜明して理解と協力を求め、使用許可を得ること。
同様にプライバシーを含む人権についても＋分配慮し、許
可を得ること。

参加作品をＮＨＫが放送に用いる場合、放送のため

の権利処理ができないものについては、放送を見合わ
せたり、一部を編集して放送する。

音楽著作権処理について

番組制作に、市販の音源を利用する場合は、
作隣接権処理（レコード製作者等）の両方プ

コハ

の両方が必要となりま玄ので、著作権フリーで制作者へ了解を得ることが必
要でない場合を除き、以下の方法で必ず著作権処理を行ってください。
１．著作隣接権の処理

まず、音源製作会社（ＣＤ製作会社、またはレコード製作会社）に音源使用許諾申請を行ってください。
「レコード協会」加盟のレコード会社については１３ページをコピーした用紙に記入し、１２ページの番号にＦＡＸ
することで申請できます。該当の楽曲それぞれについて申請が必要です。

のEePUfZW下≦
ことを承知しておいて下さい。

電話で問い合わせてください。舎社の場合は各高椛

使用許可が得られたものについて２へ進みます。使用許可が得られない場合は、その楽曲は使用できません。
また、音源を自分たちで作る（楽譜から演奏する）ような場合は、音源製作会社への手続きは不要です。

２．JASRAC管理楽曲であるかどうかの確麗

使用許可が得られたら（自演や歌詞の引用の場合も含めて）、JASRACが管理している楽曲かどうかを、
卍Ａ【Ｙｂ 河して確認

国上

臓製ｆＥ学

リ Zｌ

てください。

JASRACが管理している楽曲の場合は３へ進みます。
注意：テレビ

あるいは

さらにミ

(ビデオグラム）に外国曲を利用する場合は、楽曲によって映像を伴う利用が認められない、
ことがあります。

さらにラジオ（録音テープ）であってもレコード会社の専属楽曲は
註Ⅱp§迫nbgL1）場合があります。

JASRACで取り扱えない（壊

明細谷への記入と使用料の計算３

ラジオ、テレビそれぞれの作品１本についてそれぞれ、JASRAC所定の録音使用著作物明細書を作成します。
ラジオはＡ３版の「録音使用著作物明細書｣、テレビはＢ４版の「ビデオグラム録音使用明細書」です。
台本末尾へは従来通り他の著作物と同様に付記してください。
次に使用料を計算してください。

ラジオ番組の場合１作品ごとに著作物１曲５分までにつき２１０円、

テレビ番組の場合１作品ごとに著作物１曲５分までにつき４２０円です。（消費税は税込みとしました。）
４．谷類の提出と使用料の支払い

県大会の場で録音著作物明細書を提出し〈上記３の使用料の合計金額を県のコンテスト事務局へ払います。
５．一括処理による免除とそれに替わる処置

JASRACマーク、許諾番号表示、許諾証紙の貼付については、以上の処理を一括で行うことにより免除され
ました。

但し、本コンテストへの参加が明らかとなるようにカセットとケースには様式規定４及び全国大会エント
ー番号シールを必ず貼付してください。

リ

２．の駐創について

４７回大会において、「２．の『注意』」に該当する
§５３３A;９６Ｊ』にケースがありました。。

がいくつかあります。Ｓ：,j3J5J剣:【
ページを活用してよく確認い

も使用したい場合は事前にコンテ

◎

｡弓W塞諄1$舳纐鰔乙議三iij辮禰鯵零t』窪f-Gml調
・獅緊釘'“A>iMFさ嚇しﾊ帆山



JASRAC管理楽曲使用に関する著作権処理の流れ図

音源製作会社

（著作隣接権処理）

各県（各学校） コンテスト委員会 JＡＳＲＡＣ

３月中旬

｢録音使用明細省」

等の謹類の苑送

３月下旬

要項号に詳細記戟

要項号及び「録音使用明細

闇」と記入の手引き

補足説明文醤を各県に発送

４月各県事務局

各学校へ要項号と「録音使

用明細醤」など配布

詳細説明

￣ ￣

↓

４月～６月各学校

各音源製作会社へ

「音源使用許可」申請

統一用紙を使用

￣

音源使用許可

－－

ＢＧＭ曲をJASRACのＨＰ、

で検索確認

ホームベージ

http:"wwwjas『ac・oTJp

データベース

検索管理楽曲は次へ進む

↓

６月各学校

「録音使用明細書」を作成

県大会にて提出※２

同時に使用料を支払う

｢使用許諾W;1請書」

JASRACへ_括して

便１１１許諾申請 －－

〔-両7雨、↓

６月各県事務局

県大会後各部門毎に

「録音使用明細書」をまと

めて提出

提出締め切り２９日

使用料をコンテスト委員会

指定の口座に振り込む

￣

提出締め切りから１５日以内

に各県からの「録音使用明細

醤」をまとめJASRACへ提

出

－－

一
一

〔~藷;ｉ５斎垂下F~〕
請求圏受領から３０日以内に

使用料を支払う ￣

※１．使用料が指値となる－．部の外国曲や専属曲の場合は使用しないことを原則とします。減免の対象にはなりません。

どうしても使いたい場合はコンテスト事務局とJASRACへ必ず事前に連絡．相談して下さい。

無断で使用した場合は今後コンテスト全体について減免の優遇措擬が得られなくなります。

※２．録音使用明細書の記入については不備がないように手引きをよく続んで記入して下さい｡不明な場合は問い合わせて下さい。
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,JHI←ｲｰｗ卜全液適 ﾊﾄＷ１コ、~せろ

レコード会社一覧（日本レコード協会）2001.2.22現在

販売会社名担当部署
郵便番号住所電話番号 ＦＡＸ番号

日本コロムビア株式会社
107-8011港区赤坂4-14-14

ｿﾌﾄｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
03-3584-8208 03-3582-9857

ビクターエンタテインメント株式会社
107-0061港区北青山3-6-7パラシオタワー j徴ｉｉ雲蓋li難二１.州6Ⅲ鯛（

キングレコード株式会社

112-0013文京区音羽1-2-3
総務部法務グループ
03-3945-235603-3945-1717

株式会社テイチクエンタテインメント≦

150-8514渋谷区神宮前6-27-8京セラ原宿ビル６Ｆ
法務部

03-5778-1723 03-5778-1725

＊ユニバーサルミュージック株式会社
154-0004世田谷区太子堂4-1-1ｷﾔﾛﾂﾄﾀﾜ－１６Ｆ

著作権法居務ご部グルフの
03-3487-137103-3487-1334

東芝ＥＭＩ株式会社
107-8510港区赤坂2-2-17

法務部契約課
０３－５５１２－１７９２ 03-5512-1732

鍬R詞謹1ililif霧474,,｛日本クラウン株式会社
107-8405港区赤坂2-10-8信和ピル 03-3582-109患

株式会社徳間ジャパンコミュニケーションズ取締役管理本部
105-8620港区東新橋1-1-16徳間書店本社ビル６Ｆ03-3573-0365 03-3573-0383

株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント
162-8715新宿区市谷田町1-4

契約部
03-3266-5944 03-3235-0438

株式会社ボニーキャニオン
105-8487港区虎ノ門2-5-10

法務部
03-5521-8005 03-5521-8105

株式会社ワーナーミュージック・ジャパン
107-8639港区北青山3-1-2

法務部
０３－５４１２－３１２０ 03-5412-3139

＃株式会社エモーシヨンミュージック

162-0055新宿区余丁町3-8
制作課契約管理チーム
03-5379-352003-5379-3588

株式会社フオーライフレコード
154-8558世田谷区池尻3-28-8

Ａ＆Ｒ管理部
03-5430-3105 03-5430-9584

株式会社パップ

102-0081千代田区四番町７新和ビル１Ｆ
ライツ業務部
03-3234-5712 03-3221-1388

株式会社ＢＭＧファンハウス

150-8580渋谷区渋谷2-15-1渋谷ｸﾛｽﾀﾜｰ１６Ｆ
管理本部法務部

03-3797-9393 03-3499-1700

※株式会社トライエム
107-0052港区赤坂2-17-58小林ビル４Ｆ

管理部法務グループ
03-5562-281003-5562-2820

パイオニアＬＤＣ株式会社
150-8506渋谷区恵比寿南1-20-6

総務部契約グループ
03-5721-135603-5721-9879

株式会社ピーグラムレコーズ（ザインレコード）
106-0032港区六本木5-2-2森本六本木ビル６Ｆ 03-5411-842003-5411-8422

エイベックス株式会社
107-8577港区南青山3-1-30住友生命青山ビル

経営管理部
03-5413-8521 03-5413-8800

株式会社プライエイド・レコーズ

150-0022渋谷区恵比寿南2-14-6
取締役管理部

03-3710-0510 03-5721-3255

株式会社ジヤニーズ・エンタテイムメント
107-0052港区赤坂7-10-20ＪＨＯＵＳＥ１/2Ｆ 03-5570-鱗＃03-5570｣曼露
ロードランナー・ジャパン株式会社
150-0046渋谷区神南1-6-6オザワ･ビル５Ｆ 03-3463-690703-5728-5888

＊ホ。ﾘｸﾞﾗﾑ、ﾌｫﾉｸﾞﾗﾑ、ホ・ﾘﾄﾞｰﾙ、ｷﾃｨｰ、ﾏｰｷｭﾘｰ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾋﾞｸﾀｰを含む
＃(株)ﾊﾞﾝﾀﾞｲ･ﾐｭｰｼﾞｯｸｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄから変更
※(株)ﾒﾙﾀﾞｯｸから変更
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年月日

音源使用許諾申請書
「ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト」［録音・録画］

（レコード会社名上御中

一醐柵鮒
Ｔ
所
学
校

担当教員名：
電話：

印

ＦＡＸ：

下記の内容で、貴社製作の音源を使用したく許諾を申請します。なお、本複製物について下記
の目的以外に使用しないこと、（社)日本音楽著作権協会へ申請することを約します。

１．使用音源（アルバムタイトル／製造番号）：

２．使用目的：

「ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト(高校生自作の【ラジオ・テレビ］番組)」
なお、本番組は、審査時と受賞作品としての放送時のみの使用とします。

応募のため。

３．企画内容

ア．応募作品のタイトル：

イ．規格：［録音ｶｾﾂﾄﾃｰﾌﾟ・ＶＨＳﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟ・Ｓ－ＶＨＳﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟ］
ウ．複製本数： －本
エ．当該音源使用の内容①使用楽曲タイトル：

②レコード会社名：
③カタログ番号：

④収録時間一一秒

４．応募作品の権利が主催者に帰属する場合であっても、使用音源の権利は移転しないことを
主催者との間で確認します。

--－－￣￣￣￣－－-－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

年月日

音源使用申請に対する回答書
学校名

ご担当教員 殿

音源製作会社：
著作権担当部署

責任者名
担当者

●

｡

●

Ｇ

印
Ｔ
－－－－－－－－－－－

所在地：

電話：
FAX：

上記の件に関し、

Ａ否許諾とさせていただきます。
Ｂ下記条件にて承諾します。

＜使用条件＞

-13‐



校内放送研究発表会案内

日常の校内放送活動の中から問題解決の努力または技術的な創意工夫などを発表
する「校内放送研究発表会」の機会を本年度も以下の通りに設けます。
研究成果の発表を希望する学校は、各都道府県事務局から推薦（各地区２校まで）
を受けて、申し込みをして下さい。
なお、発表の仕方を審査するわけではありませんから、気楽に応募してください。
また質疑の時間を用意しますので、当日の一般参加者の方も多数お待ちしています。

記

日時と会場

日
ムロ

ー

１．

2001年７月２５日（水）９：００～１６：００予定
国立オリンピック記念青少年総合センター２会場予定

時
場

２．発表規定

①発表内容は、校内放送に関するものに限る。
②発表校は、各都道府県で推薦された学校を原則とする。
③研究の要旨を２部提出する（注◎参照）。

④研究発表のために使用する機材は、主催者が用意する。
主催者が用意する機材は、スクリーン１面とし、そのスクリーンに投影できる
機材は、３５ｍｍスライド映写機、ＯＨＰ、ＯＨＣ、ＶＨＳビデオデツキを

それぞれ１台のみとする。（同時に２機材以上の使用はできない）
なお、発表者がパソコンを持ち込めば、パソコンの映像を利用した発表もできる。
音響に関しては、マイク２本とカセットレコーダー１台とする。
ただし、創作した機器等を展示する場合はこの限りではない。

⑤発表時間は機材調整を含め８分以内とし、発表者は機械操作を含め３名以内とする。
また、会場に資料を配布してもよい。（配布は、発表時間内で済ますこと）

決まっているので、発表時間は厳守でお願いします。

）

る時間が

らせます

会場の使用で

(司会がベルで

き
知

３．参加費および推薦締切

①参加費（１校につき３，０００円）を徴収します。参加費の支払いは他部門の参加費と
ともに郵便振り込みとする。

②申込書および要旨は、各都道府県事務局からコンテストの応募用紙と同封して下さ
い。

参加費および申込書の締切は、平成１３年６月２９日（金）必着とします。

４．その他

①発表は研究分野ごとに行う予定です。発表順は事務局から連絡します。
②発表する学校は、他の各部門と同様に学校受付をすませて下さい。
③発表した学校には、研究奨励がでます。
④不明な点は、全国大会事務局までお問い合わせ下さい。

注◎研究発表会用の要旨について

Ａ５判用紙（横）に県名、学校名（正式名称でふりがなも）タイトル（全角文字で１
５文字以内）キーワード（５つ以内）を黒色のペンで記載する（鉛筆不可．ワープロ等
で記載しても良い）。※発表番号の欄は、未記入のこと。
要旨の書き方は用紙内に収まればその表現方法は自由とする。

なお、この要旨は、そのまま校内放送研究誌の原稿となるので丁寧に書くこと。

1４



島要旨

函己L±
校内放送研究発表要

ふりがなあれさき

学校名 姉崎 高等学校

パソコンを用いたスライド製作法タイトル

キーワード

要旨
スライド発表の際、下図のような原画やタイトルなどを

スライドにする時、今までの方法だと、原画を描き（着色）、
カメラで複写してから現像に出す必要があり、大変時間が
かかりました。

そこで、時間短縮を図るため、パソコンの使用を思い立
ちました。原画をパソコンに取り込み、必要なソフトで

加工した後、ＯＨＰシートにカラー印刷すれば、簡単に
スライドが制作でき、制作時間も大幅に短縮できました。

制作の流れ

注意および問題点
１．マウントに入れる際、

ＯＨＰシートは正確に切る

２．パソコンの画面の色と印刷の色は

微妙に異なるので調整が必要。

３．写真（実写）は、まだ画像が荒い
イドに使用するのは難しい。

頁画だと、きれいなスライドが作れます。

|鍬Ｉ
澱
のでスライドに使

上図のような原画だと、

この方法で制作したスライドは、実際に生徒総会の会計報告やコンテストなどで利用し
きれいで見やすいと大変好評でした。

上記の見本を参考にして、下記の様式をご利用下さい。

校内放送研究発表要旨

三一±
ふりがな

学校名

※発表番号

高等学校

タイトル

キーワード

要旨

･15‐

匝函画
スキャナー読込

パソコンソフトで

原画に着色

ＯＨＰシートに

カラー印刷

スライドの大きさ

に切り、マウント

に入れる



第48回コンテスト日程一覧

第48回コンテスト会場一覧
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7Ｈ２３Ｂ(月） ７月２４日（火） ７月２５日（水） ７月２６日（木）

総合受付

１４:00～１７:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰ

ｾﾝﾀｰｌｉｉ４１５髄

9:００～１５:0０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

415号室

，:00～１２:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

415号室

校内放送

研究発表会

９:00～１６:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

403,405号室

アナウンス

朗読

ラシ゛オト゛キュメント

テレヒ゛ト゛キュメント

創作ラジオﾄﾞラマ

創作テレビト゛ラマ

準々決勝９:00~17:0０

Ａ会ljl401髄Ｂ鵠４０２髄

Ｃ鵠403髄Ｄ鵠405龍

準々決勝９:00~17:００

Ａ鵠309篭Ｂ鯛３１０髄

Ｃ鵠３１１鍵Ｄ鯛416騨

準々決勝９:00~17:00

Ａ会場１０１号室

Ｂ会場１０２号室

準々決勝，:00~17:00

Ａ会場４１７号室

Ｂ会場５０１号室

準々決勝１１:40~13:3０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

Ａ鵠309号室Ｂ鵠310号室

Ｃ鵠３１１号室Ｄ鵠416号室

Ｅ鵠401号室Ｆ鵠402号室

準決勝１５:00~17:3０

３１１号室

準々決勝９:00~11:3０

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

Ａ鯛309号室Ｂ蝿310号室

Ｃ鵠３１１号室Ｄ鵠416号室

Ｅ鵠401号室Ｆ鵠402号室

準決勝１４:00~17:00

３０９号室

準決勝，:00~16:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

１０１号室

準決勝９:00~16:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

５０１号室

準決勝，:00~12:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

４１７号室

準決勝１３:00~16:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

４１７号室

各部門

決勝

ＮＨＫホール

，:00～１６:0０

ｺﾝﾃｽﾄ事務局長

会議

１８:00~20:00

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ棟

５１３号室

会場 住所・電話 交通

国立オリンピック記念

青少年総合センター

渋谷区代々木神園町３－１

TｂｌＯ３－３４６７－７２０１

小田急線参宮橋駅徒歩７分

地下鉄代々木公園徒歩１０分

ＮＨＫ放送センター

ＮＨＫホール

渋谷区神南２－２－１

TｂｌＯ３－３４６５－１１１１

ＪＲ渋谷駅徒歩１０分

地下鉄代々木公園徒歩６分



今大会の変更点について

以下の点が前大会との変更点です。十分注意をして下さい。

① に、またｕｉ－ になりま奴刀。ｂ語 EXplfi型fE･・

した。また、 独則醍3賎UZL蚕lln｣鰹iZQ塾JfiL道府県を優遇することにしました。

②アナウンス・朗読部門ではfj蕊a蕊iii!；JHBJ(jしことになりました。

原稿表紙には書きますが、本番では を言うことになります。

③ 司j･』＿｣泉j蔵 ことになります。杢裏(躯j熨軋
「､

Ｌ｣

jmtgZCもJ6dgZQAゑ書き出して下さい。原稿はＢ６サイズ右綴じ２部提出は変わりません。

④ :日戴j:H坦巴要J塑蝋｣とJ麹&勝｣=LZk旦云J2-El目ＱＺ月旦一旦足 で行います。,

準々決勝は、従来と異なり されます。
■■

ノＩ
Ｌ－－－－

になります。,）曲

⑤ドキュメント・創作ドラマ部門の

ラジオでは「ユーマルポジション、

です。

モノラル再生」」にこだわる必要はなくなりました。

ことを事前に確認しておいて下さい。テレビの音声についても

⑥えヒヒj:ｉｆ閂の
－－－゜-- して下さい。他のJ1iqi墜使句〔正はいけません。p･型ムヱ’コニＥＥＨ

です。Ｖ－Ｙ／ひ〕3屍FIH
｢可

L｣

⑦ ;uﾇﾋﾞjUPLjUE愈辿§と錘32k怠婆』Zj蛾i当且J上｣揚量lILlELjii することになります。

之、弓ZFElf
◎

&;は盛生番一一一曲 して下さい。準決｡

勝に進出した作品は再生審査の後事務局が預かります。準決勝進出作品については原則として作品の返

却はいたしません。

⑧ピンクの表紙の 。ドキュメント・創作ドラマ部門のijufj富国j壜．
１４

･

⑨
⑩

全･I劃大奎 しておいて下さい。

ドキュメント・創作ドラマ部門の著作権処理について、４７回大会でJASRACとの間の一括処理．減

免措置の対象外となった楽曲を使用したケースがかなりありました。また、明細書の記入についても多

くの誤りを指摘されました。１０ページの著作権に関する使用内容の項目をよく読んで、ミスがないよ

うにして下さい。

金額の計算と消費税の計算が容易なように にしました。許諾が得られ、著作権一mAと-.-込み

処理がなされていることが分かるように、 ＝肥煙lＷＷｎＬ 管ズ ＝＝切便１

剥旺量_1- ください。

⑪校内放送研究発表会については、 します。ＺＬｊｕ二Jこ』きしLJ直ＩｎＵｒＰＫＲ

Z2Z6です。 ０

校内放送研究発表会の蓑ul覺倶:Jﾐﾊ鯉し巳です。
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さらに、制作意図のページ（Ｂ５）は、1部コピーをlIYって台本の後ろにホチキス（座｣1隅ｌか所止め）で

添付してください『
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〉

(この用紙をコピーして記入の上、提出してください｡） ※エントリーの記入は

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ

ロ用鋳

-21.
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会

oolLifeMusic
Ｏ③＠年版
③０１年版

一■

コンＴスのた(jiiMのＢＧＭ集
多くのご要望にお応えして今年もArkyが著作権フリーのＢＧＭ集を発売１
今回も全放連の先生方が生徒の皆さんの視点により監修してくださいます。

校内放送や映像･演劇､またコンテスト応募作品のＢＧＭとしてお使い下さい。

容
格
数
容
格
数

内
価
曲
内
価
曲

:ＣＤ4枚組

:１万円(税別）

:ＢＧＭ６０曲ジングル５０曲

:ＣＤ4枚組

:１万円(税別）

:ＢＧＭ６０曲ジングル５０曲

ｊ２０００年版発売中

ｊ２００１年版４月１３日発売

※送料：全国一律７００円(税別）

このＢＧＭ集に収録されている曲は､生徒の皆さんが学校活動で使用される限り｢著作権｣及び｢音源使用権｣の
処理が不要となります。

営利目的での使用はじめ､学校活動とは関係ない生徒個人での使用は許可されておりません。

代金のお支払方法は郵便振替又は銀行振込にてお願いいたします。
商品に請求書･郵便振替用紙を同封させて頂きますので､商品到着後1週間以内に最寄の郵便局又は銀行にて
お振込頂きます様お願いいたします。

尚､お振込手数料につきましては､お客様のご負担とさせて頂きますのでご了承下さいます様お願い申し上げます。

下記の注文書にご記入の上､FAXにてお申し込み下さい。
製品はご注文を頂き次第(2001年版は完成次第)、お送りいたします。

￣注文･おローせ
]４－０【］

こ’ ３－６【8－６６７０Ｆａｘ２Ｃ

I■D･`￣‐■-$￣‐‐￣･■■■■ＤＵ■、■■■■■･￣､I■■■■■､･･■■--■■■■■･■■,。－．．１■■｡｡■■■■■。｡■■｡￣.．■■･■■■■■.￣Ⅱ￣･‐■|■.’.￣・・■｡■■､．｡｡|■■.｜■■．.■.｡￣今.■'-|■Ｄ`,｡■■，｡’■■'・--口｡.｡｡|■■■-゜゛Ｕ■

FAX送信先ＯＳ－ＳｓＳＳ－ｅＳフら》主文害(ＦＡＸ送信用紙）注文書(FAX送‘
￣￣

－

－

－

ロィ
Ｅ

■
‐
』
・
‐
ロ ｉｉｉ f）

７

ＳｃｈｏｏＩＬｉｆｅＭｕｓｉｃ２０００年版･2001年版［校内放送･コンテストのためのBGM集］
、

学校名

学校住所

一
Ｔ

ＴＥＬ ＦＡＸ

メールアドレス

所属部名 顧問名

ご注文者 （先生・生徒）

セット数※お間違いのないようご注意願います。 2000年1反セット 2001年版セット



音楽ジャンル多彩lトータル100枚以上の
ＣＤに1,000曲以上の音楽と効果音を収翻

■本ライブラリーはすべて著作橋フリーです。

ご瞬入後は永久に音楽をご使用になれます。

■全曲、弊社のオリジナル音楽作品ですので、

｣ASRAC(日本音楽著作権協会)への申鯖や支払い

は一切必要ありません。■ＣＤはお好きなものを

1枚単位でご隅入できます。 ■CD価格は割安なアカデミックプライスです

｡PXPmLibnqM｡ＩＳＳ剛…。

醤堅に釘剛圏腫【麹酉障
イトポップ・フュージョン・ダンスポップ・子供・遊園地・和風・ドラマ・興塊帝楽などジャンルも多彩。商入れ時の使い防手を追求し、オリジナルIMI＋

NatUreMUSjC,ｏｊ１Ｚ各ＣＤ,…｡。

□塵ご唾、属慧臺i鱗ii;鰯
Ｓ○UNDSTAFFovoL1～Ｚ４各ＣＤ,鯛８０.CD蝋GoocD1o枚挙2,個｡。

圏寧口田岡■図圏図図
にQ」番組テーマ曲など数多くの放送番組・ＣＭに使用されている音楽ライブラリー。心地よいイージーリスニングから迫力あるフュージョ
ヨ、音楽を聴くと映像が浮かんでくる環境音楽など多彩なサウンドカラーが特長。豊富な音楽ジャンルと圧倒的曲数を収録。

■イージーリスニング・ライトポップ・フュージョン・ダンスポップ・’２供・遊園地・和風・ドラマ・興塊行楽などジャンルもゼ
リズムパージョンやリミックス、ジングルなど盟官に収録されています．リッチな音楽でパワーアップした新汗楽ライブラリー。

SOUNDSmphFF．…２
０▲ＢｆＯ■而可面ＯＰ吟

g聖
■ＮＨＫ「アナウンサーにQ」
ン、大縞成サウンド、和風、モ

ＳＥﾁﾝIcTwvoL7､2.ｓ.搬概｡、
効果音400音、ジングル100曲入り
■作品にインパクトを与える効果音集。SFX、チャイム、ゴング、キラリン、
かけ上がり下がり音、JETシユワーン、ポヨヨン、ボタン、クリック音など全400
音の効果音とファンファーレ、サウンドロゴなどのジングル100曲を収録。

》侭

]ingleFactorWmSmimIlu｡,■
効果音246音入りＣＤ1枚\3,800
UFO飛来音/ＵＰＤｏｗｎショヅトノ回転ノロボパードノ

レーザーガンノジャンボ機内ジェット戦闘IHI内ﾉ地魯き/風ノ

SFX/曾鞭シグナルなど磨き上げられた青の国間芸が満載！

ジングル61曲ﾉ全８０トラック収録ＣＤ1枚￥3,800

ボーカル・イージーボップ・コメディー．アクティブなど

3秒～30秒程度のジングル61曲/全80トラックを収録．
ビデオタイトルノ番組タイトル音楽に最適！

■お問い合わせはお気軽に下記へお申し付けください

航会$tｶﾅｳﾝﾄﾞファクトリーTELO53-437-Z118

ホームページにて

音楽と効果音の賦聴ができます

Ｍｐ:ﾉﾘWwwbsoundfacMy・cojp轤回 FＡＸＯ５３－４３７－Ｚ１８１〒4ﾖｮ-8111解岡県浜松市葵西5-13-8
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モヘドｏ清吉鴨薔ン

ゴツイ会議黒長一
⑧Ｐｔナセルリ言好明

４８回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト
新潮文庫収録の【朗読指定作品
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訂可Ｆ

潮又
朗読者名の下の数字は本体価格(税別)です新潮社（〒'162-8711東京都新宿区矢来町7１
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